
（
敬
称
略
）

高
02

金
子
栄
男

高
04

鶴
田
晃･
今
堀
和
男

高
05

岬
一
夫･

達
紀
美
子･

八
木
伸
子

高
06

大
塚
隆･

加
藤
和
子･
益
田
堅

向
井
敎･

澤
田
太
郎･
外
園
一
人

高
07

濱
﨑
朝
恵･

中
村
克
子･
金
子
徳
資

高
09

鶴
本
節
子･

西
堀
寛
厚･

舩
島
公
晃

吉
田
博･

鎌
田
清
喜･

平
野
良
明

高
10

五
通
寛
貞･

福
田
攝
子･

吉
田
昭
親

佐
々
木
栄
子

高
11

高
橋
昭
子･

西
堀
有
恵･

岩
崎
由
直

赤
野
友
子･

益
田
信
行･

井
上
澄
男

柏
瀬
史
子

高
12

田
畑
学･

田
中
賀
之･

堤

富
子

藤
崎
真
寿
子･

西
岡
一
浩･

葦
原
設
二

高
13

猪
原
友
一･

原
田
節
雄･

八
木
和
子

重
松
洋･

重
松
昌
子･

吉
永
悦
雄

勝
木
健
司

高
14

有
働
裕
子･

岡
田
健
児･

増
田
巖

吉
田
桂
子･

石
田
弘
子･

末
吉
律
子

角
倉
壽
萬
子･

中
村
陽
子･

山
本
典
子

岩
見
壽
寛･

椎
場
光
穂･

園
田
節
子

吉
川
節
子･

太
田
勝
信

高
15

本
島
昭
男･

坂
本
洋
征･

橋
本
信
子

上
元
末
隆･

岩
﨑
陽
子･

野
島
靖
巨

家
永
忍･

川
久
浩
子･

松
本
育
子

吉
田
和
佐
子･

岡
田
長
八
郎

松
下
義
行･

森
田
節
子･

松
崎
ヤ
ス
子

玉
嶋
義
孝･

吉
野
忠
年･

横
山
鉄
男

竹
尾
翠

高
16

小
川
恒
昭･

田
代
佐
知
子･

浜
崎
福
広

松
浦
俊
彦･

松
尾
ミ
サ
ヲ･

今
井
広
美

内
田
清
實･

福
岡
勝
孝･

村
崎
立
夫

山
川
九
三
男

高
17

松
山
荘
三･

岩
口
勝
利･

池
野
光
治

高
17

冨
安
規
矩
雄･

吉
田

和
美

高
18

奈
良
み
は
る･

山
中
良
三
郎

大
堂
伍
郎･

山
口
エ
ツ
子･

江
口
偵
隆

千
葉
重
治･

田
中
ゆ
き
江･

倉
田
照
美

龍
石
末
子･

田
中
純
子･

高
19

鶴
濱
宗
雄･

林
田
実･

松
田
正

式
町
幸
吉

高
20

登
山
幸
代･

今
福
謙･

安
田
幸
美

金
井
保･

中
條
博
美･

三
谷
明
美

村
松
則
行･

荒
牧
た
み
え･

山
中
民
子

原
野
裕
子･

山
川
セ
イ
子･

高
21

坂
口
哲･

中
川
惠
子･

赤
星
芳
郎

岡
部
徹･

中
谷
た
み
子･

肆
井
優

小
林
悦
子･

淀
川
和
男

高
22

村
理
惠
子･
安
東
ヒ
デ
ミ

岡
部
常
興･

濱
田
誠
一･

高
山
眞
智
子

畑
野
智
子･

徳
吉
由
美
子･

福
﨑
睦
男

加
藤
道
子･

古
川
尚
弘･
吉
田
幸
治

山
田
淨
敏

高
23

堤
義
和･

伊
藤
房
子･

原
口
奈
美
恵

井
上
京
子･

福
井
愛
子･

三
井
美
穗
子

森
松
敏
子･

奥
村
一
枝･

横
田
小
夜
子

高
24

田
嶋
康
男･

荒
木
政
雄

高
25

伊
東
和
子･

藤
谷
由
美
子

高
26

前
垣
郁
美･

吉
田
豊
子･

篠
原
智
子

高
27

岡
田
祐
司･

森
田
哲
郎･

原
田
稔

新
谷
百
合
子･

安
村
孝
子･

上
崎
愛
子

山
中
正
利･

前
中
泰
子

高
28

元
島
寿
美
雄･

岩
﨑
剛･

吉
山
敦
子

仲
上
美
智
子

高
29

濵
田
展
生･

沖
﨑
英
二･

猪
原
繁
美

高
34

浦
川
和
幸

高
35

前
中
一
徳･

金
子
俊
雄･

元
島
顕
男

高
38

本
山
和
壽

高
48

吉
村
聡
美

本
島
昭
男
・
橋
本
信
子
・
岡
田
祐
司

加
藤
和
子
・
岩
﨑
陽
子
・
中
條
博
美

末
吉
律
子
・
岡
田
長
八
郎
・
林
田
実

益
田
堅
・
山
口
エ
ツ
子
・
福
﨑
睦
男

中
村
陽
子
・
玉
嶋
義
孝
・
吉
田
幸
治

重
松
洋
・
八
木
伸
子
・
太
田
勝
信

前
中
泰
子

昨

年
会
費
の
お
礼

昨
年
は
や
っ
と
総
会
が
開
催
で
き
懐
か
し

い
方
々
と
再
開
が
で
き
て
と
っ
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
多
く
の
方
か
ら
年
会
費
と
協
賛
金

を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で

皆
様
に
会
報
誌
を
お
届
け
で
き
ま
す
。
無
駄

の
な
い
よ
う
に
心
が
け
一
人
で
も
多
く
の
方

が
楽
し
く
集
え
る
会
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
計

高
20
回
卒

安
田
幸
美

年
会
費

納
入
者

協
賛
金

20

令和4年 繰越金 525,231

令和5年 収入合計 1,168,003

協賛金合計 108,000

経費合計 1,487,133

次年度 繰越金 314,101

詳細は総会にて報告します

日
課

今
ま
で
車
や
バ
イ
ク
で
の
移
動
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
足
腰
が
弱
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
為
、
こ
の
頃
は
毎
日
近
く
の
公

園
ま
で
主
人
と
一
緒
に
歩
い
て
い
ま
す
。

散
歩
道
で
咲
く
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
や
タ
ン

ポ
ポ
を
手
折
っ
て
お
部
屋
に
飾
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
ゴ
ー
ヤ
と
フ
ル
ー
ツ
ト

マ
ト
を
買
っ
て
き
て
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植

え
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
に
な
る
の
で
毎
年
育
て
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
日
常
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。



活
動
報
告

２
０
２
３
年

4
月

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

5
月

会
報
誌
発
送

6
月

役
員
会
議

会
計
監
査

総
会
準
備
開
始

中
京
支
部
総
会
出
席

7
月

総
会
・
懇
親
会

8
月

天
草
高
校

企
業
研
修
同
行

し
お
り
発
送
・
慰
労
会

10
月

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

関
東
あ
ま
た
か
会
出
席

11
月

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

熊
本
県
人
会
の
集
い
参
加

大
同
窓
会
出
席

２
０
２
４
年

2
月

役
員
会
議

3
月

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

天
王
寺
七
坂
と

ミ
ス
テ
リ
ー
寺
院
巡
り

四
黌
会
出
席

4
月

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

活
動
予
定

6
月
2
日
（
日
）

役
員
会
議

エ
ル
大
阪

9
日
（
日
）
中
京
支
部
総
会

7
月
6
日
（
土
）
総
会
準
備

7
日
（
日
）
総
会
・
懇
親
会

13
日
（
土
）
濟
々
黌
同
窓
会

7
月
31
日
（
水
）
～
8
月
2
日
（
金
）

天
草
高
校

関
西
企
業
研
修

8
月
24
日
（
土
）
役
員
会
＆
反
省
会

及
び

年
会
費
納
入
者
の
方
に
栞
発
送

9
月
未
定

反
省
会
・
懇
親
会

10
月
26
日
（
土
）
関
東
あ
ま
た
会

11
月
9
日
（
土
）
関
西
熊
本
県
人
会
集
い

16
日
（
土
）
大
同
窓
会

23
日
（
土
）
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

２
０
２
５
年

1
月
未
定

役
員
会
議

3
月
未
定

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

変
更
の
お
知
ら
せ

今
回
か
ら
出
欠
の
ハ
ガ
キ
を
受
取
人
後
払

い
葉
書
に
変
更
を
い
た
し
ま
し
た
。
お
手
元

に
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

63
円
切
手
の
葉
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
し

た
が
お
便
り
の
な
い
方
が
多
い
の
と
、
今
秋

か
ら
郵
便
料
金
が
値
上
が
り
を
し
ま
す
の
で
、

今
回
か
ら
事
務
局
に
届
い
た
葉
書
の
み
の
費

用
に
な
り
ま
す
。
事
務
局
に
届
い
た
出
欠
の

葉
書
は
集
計
を
し
て
学
年
幹
事
さ
ん
へ
報
告

を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

又
、
学
年
幹
事
さ
ん
が
お
ら
れ
な
い
会
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
佐
川
急
便
の
「
ゆ
う
メ
ー

ル
便
」
に
て
発
送
を
い
た
し
ま
す
。

田
尻
薫
さ
ん(

高
12
回
卒
）

写
真
展
案
内
ポ
ス
タ
ー

ひ
ご
つ
堂
さ
ん
を
訪
問

今
年
も
ひ
ご
つ
堂
さ
ん
の
お
店
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
お
い
し
い
馬
刺
し
を
頂
い
て
き

ま
し
た
。
お
店
に
は
た
く
さ
ん
の
九
州
の
食

材
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
今
年
も
天
草
の
品

物
を
出
し
て

も
ら
え
る
よ

う
に
お
願
い

を
し
て
き
ま

し
た
。
総
会

を
楽
し
み
に

し
て
い
て
く

だ
さ
い
。

事
務
局
便
り
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(

社
福
）
敬
信
会

大
矢
崎
保
育
園

QR
コ
ー
ド



天
草
高
校
同
窓
会

関
西
図
南
会
の
「
組
織

部
」
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
を
皆
で
楽
し
み
、
続
け
て
い
く
為

に
次
の
三
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

１
．
関
西
で
の
ご
縁
（
５
縁
）
を
繋
い
で
会

員
を
拡
大
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
周
り
に
天
高
出
身
者
は
い
ま
せ

ん
か
？

①
血
縁
：
あ
な
た
の
兄
弟
姉
妹
、
親
戚
の
方

に
い
ま
せ
ん
か
？

②
地
縁
：
あ
な
た
の
出
身
地
・
同
じ
町
の
知

人
に
い
ま
せ
ん
か
？

③
学
縁
：
あ

な
た
と
同
じ

小
学
校
・
中

学
校
・
大
学

に
い
ま
せ
ん

か
？

④
社
縁
：
あ

な
た
の
勤
務

先
に
い
ま
せ

ん
か
？

⑤
趣
縁
：
あ

な
た
の
趣
味

で
繋
が
っ
た
仲
間
に
い
ま
せ
ん
か
？

そ
し
て
、
７
月
７
日
（
日
）
七
夕
同
窓
会
に

誘
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
関
西
図
南
会
」
の
総
会
・
懇
親
会
等
の

お
手
伝
い
を

お
願
い
し
ま

す
。
役
員
・

学
年
幹
事
も

高
齢
化
し
て

き
ま
し
た
。

あ
る
一
定
の

年
を
過
ぎ
た

ら
気
楽
に
同

窓
会
を
楽
し

め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
為
に
も

同
窓
会
を
繋
い
で
い
く
若
い
力
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
高
30
回
卒
以
降
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
歓
迎
し
ま
す
。
色
々
な
活
動
で
仲

間
の
輪
が
繋
が
り
活
動
範
囲
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
各
学
年
何
人
で
も
OK
で
す
。
皆
さ

ん
の
自
薦
、
他
薦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

３
．
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
積
極
的
に
活
用

し
、
会
員
間
の
絆
を
繋
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

天
草
の

写
真
、
天

高
時
代
の

想
い
出
、

旅
行
や
趣

味
等
の
記

事
を
気
軽

に
投
稿
し

て
く
だ
さ

い
。「

ラ
イ

ン
」
で
は

同
期
や
同
じ
出
身
地
の
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
で
繋

ぎ
日
常
の
交
流
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

同
窓
会
活
動
は
そ
の
仲
間
作
り
の
助
け
と

な
る
で
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
ン
は
情
報
の
連
絡

手
段
と
し
て
必
要
性
が
大
変
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

総
会
・
懇
親
会
の
返
信
葉
書
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
、
携
帯
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

天
草
高
校

の
正
門
か
ら

通
じ
る
橋
の

名
前
は
中
国

の
故
事
の｢

図

南
鳳
翼
」
か

ら
図
南
橋
と

名
付
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

「
南
に
向
か
っ

て
そ
れ
ぞ
れ

大
き
く
羽
ば

た
く
」
の
意
で
す
。
天
草
高
校
同
窓
会
図
南

会
は
そ
の
意
を
汲
ん
で
組
織
化
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

天
草
高
校
を
卒
業
し
て
関
西
の
大
学
に
進

学
し
た
学
生
さ
ん
も
温
か
く
向
え
入
れ
、
同

窓
会
と
し
て
も
色
々
と
相
談
に
乗
り
支
援
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
我
々
は
い
つ
ま
で
も

気
持
ち
は
高
校
３
年
生
で
す
。

皆
さ
ん
、
関
西
で
天
草
の
絆
を
繋
ぎ
大
い

に
同
窓
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

2024年5月20日 第24号 あまたか関西
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組織部便り

「
関
西
図
南
会
」
で
同
窓
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

副
会
長
・
組
織
部
担
当

本
島

昭
男

（趣味）秋のハイキング

総会・懇親会 福引抽選会

天草高校・図南橋

令和５年度天草高校卒業式

編
集
後
記

会
報
「
あ
ま
た
か
関
西
」
第
24
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
昨
年
は
総
会
・
懇
親

会
を
４
年
ぶ
り
に
、
制
限
つ
き
で
し
た

が
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。
昨
年
躊
躇
さ
れ
て
い
た
方

も
ぜ
ひ
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

昨
年
復
活
し
た
の
に
天
草
高
校
Ｓ
Ｓ

Ｈ
関
西
研
修
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
７

月
31
日
か
ら
３
日
間
、
酷
暑
の
中
研
修

に
や
っ
て
来
ま
す
。
案
内
係
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
。
若
い
後
輩

た
ち
と
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
若

返
り
ま
す
よ
。

今
年
も
会
報
一
面
の
素
敵
な
写
真
は

天
草
在
住
で
、
高
41
回
卒
の
友
澤
妙
子

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
途
絶
え
て
い
た
天
草

高
校
AS
Ⅱ
ク
ラ
ス
（
２
年
生
）
の
関
西
研
修

が
復
活
し
ま
し
た
。

８
月
17
日
か
ら
、
今
回
は
１
泊
２
日
の
強

行
日
程
で
慌
た
だ
し
い
研
修
で
し
た
。

初
日
は
台
風
７
号
の
関
西
上
陸
に
伴
い
新

幹
線
運
行
乱
れ
の
影
響
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

新
大
阪
駅
構
内
に
は
人
が
溢
れ
て
、
改
札
業

務
の
混
乱
で
在
来
線
側
へ
の
移
動
が
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
状
態
で
し
た
。
在
来
線
に
乗

り
換
え
て
、
目
的
地
の
阪
和
線
杉
本
町
へ
。

初
日
の
研
修
場
所
、
大
阪
公
立
大
学
に
は
予

定
時
間
に
か
な
り
遅
れ
て
到
着
し
ま
し
た
。

大
阪
公
立
大

学
杉
本
町
キ
ャ

ン
パ
ス
の
「
人

工
光
合
成
研
究

セ
ン
タ
ー
」
が

目
的
地
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
、

２
０
１
９
年
の

研
修
で
も
お
世

話
に
な
っ
た
研

究
セ
ン
タ
ー
で
、

今
回
も
所
長
の

天
野
豊
教
授
の

講
義
を
受
け
ま

し
た
。
当
時
は

大
阪
市
立
大
学

で
し
た
が
、
現

在
は
大
阪
公

立
大
学
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け

た
人
工
光
合

成
技
術
の
可

能
性
」
と
題

し
た
講
義
で
、

ま
さ
に
今
の

時
代
に
即
応

し
た
講
義
で

し
た
。
講
義
の
後
は
研
究
室
を
開
放
し
て
、

見
学
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
立
研
究
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の

HP
に
は
、
人
工
光
合
成
と
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直
接
変
換
し
蓄
積
す

る
技
術
で
あ
り
、
植
物
の
葉
緑
体
が
行
う
、

水
と
二
酸
化
炭
素
を
材
料
に
酸
素
と
糖
を
生

産
す
る
働
き
が
天
然
の
光
合
成
と
す
る
と
、

人
が
道
具
を
使
っ
て
行
う
の
で
、
人
工
光
合

成
と
呼
ば
れ
ま
す
。
植
物
の
葉
緑
体
で
行
わ

れ
て
い
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
す
る
仕

組
み
の
一
部
を
模
し
た
技
術
の
こ
と
で
、
第

４
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
法
と
も
言
わ
れ
、

水
と
光
を
原
料
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
有
用
化
学

物
を
生
み
出
す
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
日
目
は
朝
８
時
前
に
宿
舎
を
出
発
。
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ワ
ー
が
少
し
残
っ
た
JR
大
阪
駅
か
ら

環
状
線
、
大
和
路
快
速
と
乗
り
換
え
て
、
奈

良
市
平
城
山
（
な
ら
や
ま
）
の
大
和
ハ
ウ
ス

工
業
株
式
会
社
の
総
合
技
術
研
究
所
を
目
指

し
ま
し
た
。
総
合
技
術
研
究
所

は
見
学
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
の
日
の
午
前
中

は
天
草
高
校
の
貸
切
で
、
例
を

見
な
い
一
度
に
40
人
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
き
、
特
別
に
「
天

草
高
校
企
業
研
修
」
を
設
定
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

本
社
経
営
管
理
本
部
人
材
・
組

織
開
発
部
の
池
田
部
長
様
か
ら

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
更
に
会
社

概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

概
要
で
は
、
会
社
の
規
模
だ
け

で
な
く
、
創
業
者
の
「
会
社
は

社
会
の
公
器
」
か
ら
連
綿
と
続

き
、
現
在
の
「
生
き
る
歓
び
を
、

未
来
の
景
色
に
」
と
い
う
顧
客
や
社
会
に
対

す
る
会
社
の
姿
勢
に
つ
い
て
の
説
明
に
は
、

高
校
生
の
彼
ら
に
と
っ
て
新
鮮
で
衝
撃
的
だ
っ

た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
更
に
研
究
成
果
の
社

会
実
装
を
目
指
す
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
重

要
な
視
点
を

学
ぶ
も
の
と

学
校
で
は
位

置
づ
け
し
て

い
ま
す
。

続
い
て
の

研
究
所
内
見

学
実
習
は
二

班
に
別
れ
、

「
Ｄ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
と

「
本
館
・
テ

ク
ノ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
で
質
疑

応
答
を
交
え
な

が
ら
の
研
修
で

し
た
。
こ
こ
で

は
、
研
究
成
果

の
社
会
実
装
の

実
例
を
学
び
、

そ
の
提
示
の
方

法
（
わ
か
り
や

す
い
伝
え
方
）

に
つ
い
て
も
学

び
ま
し
た
。

最
後
に
男
女

ふ
た
り
の
研
究

員
の
方
か
ら
短

い
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。
講
義

で
は
研
究
内
容
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
研
究

者
の
道
を
選
ん
だ
理
由
や
研
究
者
に
必
要
な

こ
と
も
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義
後

の
意
見
交
換
も
、
帰
り
の
電
車
の
時
間
を
心

配
す
る
ほ
ど
活
発
に
行
わ
れ
、
大
変
学
び
の

多
い
講
義
で
、
充
実
し
た
企
業
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
お
若
い
研
究
者
に
出
会
え
た
こ
と

が
、
自
分
た
ち
の
目
指
す
将
来
の
目
標
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
、
更
に
２
年
後
の
大
学
受
験
へ

の
考
え
方
に
強
く
影
響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。参

考
Ｄ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

環
境
共
生
を
テ
ー
マ

に
世
界
の
住
ま
い
や
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
歴
史

な
ど
展
示
物
と
映
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

本
館
・
テ
ク
ノ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
和
ハ
ウ

ス
工
業
の
最
新
の
技
術
や
、
未
来
を
見
据
え
て

現
在
進
め
て
い
る
技
術
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
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